
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

5.次回の
　取り組み

全日本学生や全日本学生選抜と10月～12月に大きな大会
があるため、細かい技術をしっかり練習していく。また、
サーブから３球目、５球目もしっかり練習していく。

6.次回活動
　 の目標 全日本学生卓球選手権大会でランク入りする。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1

・細かい技術（ストップ・レシーブなど）の凡ミスをなくす。
・サーブから３球目、５球目を確実にできるようにする。

3.結果報告

＜女子ダブルス＞
藤井　奈帆・姜　赫煜　　ベスト８
＜女子シングル＞
藤井　奈帆　準決勝　　姜　赫煜　ベスト８
＜男子シングル＞
飯野　峻輔　４回戦敗退　　江崎　佳祐　３回戦敗退
市川　純希　３回戦敗退　　藤田　恵大　３回戦敗退

4.目標と結果
  のギャップ

社会人・大学生・高校生と幅広い年齢での試合だったのだ
が、やはり強い選手は細やかな技術からチャンスを生み出
すのがうまいと感じ、まだまだ練習不足だと感じた。

活動報告書

卓球部

内　　　容

1.活動内容

  活動名：　第41回後藤杯卓球選手権大会（名古屋オープン）

  活動場所：　愛知県体育館

  活動日時：　平成　24年　9月　15日（金）　～　9月　17日（日）


